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モ近縁種の細胞遺伝学的研究

四倍体栽培種(ぶ tuberosumL.)と二倍種S.stenotomum 

JUZ. et BUK.との系統発生関係1)

ジヤガイ

5. 

雄

Cytogenetic studies of the tuber-bearing Solanurn species. 

Phylogenetic relation between the cultivated tetraploid species， S. tuberosum 
L. and the diploid species， S. stenotomum Juz. et BuK. 

哲谷増
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第1図体細胞染色体(約1000倍}

S. stenotoJnum JUZ. et BUK.， 2 n = 24 

S. tuberosum L. (男爵)， 2n=48

S. tuberosum L. (農林一号)， 2n=48
F， (S. tuberosumXS. stenotomum)， 2n=36 
S. tuberosum X 4.:r S. steJ1oto川 um，2J1=48 
複二倍体(5.tub町 osum)(S. stenotomum)， 2n = 72 
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HAWKES (1944， 1958)は分類学的見地より Tubero叫

群二倍種 S.stenotomuJn Juz. et Buk.またはその直接

の祖先種が S.tuberosum L.の進化に関与しているだろ

うと考えている。

Sw AMINATHAN (1953)は多くの二倍種につき，その

同質凹倍体及び複二倍体を作り，これ等と S.tuberosum 

とよりなる雑種植物の染色体行動を研究し，上述した

HAWKESの見解の細胞学的証明を試みた。

また GODSCHALKund PETERS (1955)はパキテン期

における染色体形態の分析により，形態の識JjIJされたS.

stenotomum 11染色体中 10個まで S.tuberosumの染色

体と形態が一致する事を報告している。 GODSCI仏 LK，

PETERS等のノマキテン分析に関する一連の報告はその後

方法論的に v.WANGENHEIM， FRANDSEN und Ross 

(1957)により批判がなされており，他の研究者による追

試はほとんど行なわれていない。

筆者は倍数性を異にした S.tuberosumと S.steno-

tomωnの雑種数系統について， 1)倍数性が異なった場

合の染色体行動，及び 2)i可種ゲノム間相同性の程度を

調査した。

報告に先立ち，終始御懇篤なる御指導と本報告の御校

閲を頂いた北海道大学農学部教授長尾正人博士，同助教

授高橋高右衛門博士，またたびたび貴重な御助言を頂い

た同学部教授田口啓作博士，技術面の御指導と御助言を

頂いた同学部育種学教室鈴木道雄氏及び木下俊郎氏に心

1. 

88 

北海道大学農学部育種学教室業績
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より御礼申し上げる次第である。 得られた系統である(北海道農業試験場)。

実験材料はすべて北海道農業試験場作物部第四研究室 染色体の観察方法等は別報(増谷1962)に準じた。

より御分譲頂いたものであり，ここに同研究室室長永岡

利男技官及び入倉幸雄投官に深甚なる謝意を表する。

2 実験材料及び実数方法

実験材料名及びその染色体数は次の通りである。なお

各材料の体細胞染色体は第 1 図 A~F に図示してある。

1. S. tuberosum L. (品種.農林一号)， 2 n=48 

2. S. tuberosum L. (品種;男爵)， 2n=48

3. S. stenotomum JUZ. et BUK.， 2 n = 24 

4. F， (S. tuberosum男爵 xS.stenotomum)， 2n=36 
5. S. tuberosum男爵ーx4ェs.stenotomum， 2 n二 48
6. 複二倍体 (S.tuberosul1l一男爵 xS. stenotomum)， 

2nニ 72

複二倍体は F1植物の塊茎芽をコノレヒチンで処理して
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3. 観察結果

i. S. stenotomum Juz. et BUK. 

成熟分裂の経過は一般に正常である。 M-Iでけ、 12II 

第1表 S. t引b町os山托の成熟分裂 M-Ilc

おける染色体接合

1...， _1 接合染色体の平均頻度|観察 I~
品種名 |細胞数 IIVlnrl II 11 

男爵 50 1 1.46 1 0.98 1 18.46 1 2.30 

農林一号 1 60 11.40 1 0.771 19.42 1 1.27 

註:表中のIV，}1[， II， 1等はそれぞれ四価，三価，
二価及び一価染色体を意味する。以後の表にお

いても同様である O
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第 2図 S. stel1otomum及び S.tuberosumの成熟分裂 (A-I:約 1000倍， .T:約500倍)

A S.ste110101llUIIl M-1， 12 II 

C S. tuberosulIl (農林一号)M-1，lIV十2III十15日十81

E S. tuberosum (男爵)A-I，染色体の中央部停滞

G 
" 

M-II，融合核板(48染色体)

" 
A-II，通常の 4染色体群

B S. tuberoslllll (農t4~号)M-I， 3IV +2III十13II十41

D S. tuberosum (男爵)M-I， 51V十12II十4I
F " 

A-1，正常な後期分裂像

H 
" 

A-II，2染色体群(48-48)

J " 四分子期，正常四分子のほか，

一分子，二分子，三分子及び五分子を示す。
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がみられ(第2区jA)，以後染色体の不均一な配分はほと

んど認められない。花粉総性は 62%であった。

ii. S. tuberosulll L. 

農林 考，男爵両品種:の M-Iにおける染色体接合の

様式は類似している。三価あるいは四価の多価染色体が

観察細胞中 9570以七の細胞にみられ，その数は 1細胞内

で最高5個まで数えられた(第2図B及び D)。四価以

上の多価染色体は見出されなかった。両品種を通じ，

1 IV +1 III+20 II十11，1 IV+22 II等がやや多く観察

される。各接合染色体の平均頻度を第1表に示すc

男爵の M-I後の時期はかなり異常を示す。 A-Iに正

常に両極え染色体の移動する場合(第2図F)もあり，ま

た細胞中央部に染色体の停滞する場合(第2図E)もあ

る。 M-IIにおいては観察細胞の約409もは48染色体を

含む 1核仮よりなる(第2図 G)oA-IIにおいても 2染

色体詳よりなる細胞(第2図HJが観察細胞の約半数を占

める (4670)。第2図Iは同時期の正常に4染色体群が存

在する場合である。四分子期には四分子(4670)のほか，

二分子 (4170)，さらに一分子，三分子，五分子等が観察

され(第21ZjJ)，花粉稔性はさわめて低い (270)。かか

る成熟分裂の異常は回仁1・栗山 (1951)により男爵で，ま

ずこ FUKUDA(1927)により多くの栽培品積で詳細に報じ

られている。

農林一号では M-I後，男爵にみられる様な種類の異

常は少ない。ただし M-IIおよび A-1Iには不均一な梁

色体の配分が認められ， M-1Iでは 1核板上に 22染色体

から 26染色体まで， A-1Iでも 22から 26の染色体が歓

第2表 F 1 (S. tuberosum-男爵-x S. stenotomum) 
のM-Iにおける染色体接合

各接合東T主体b頻度

]![ I JI I 
料引か胞細

申
排
出観

1 5 7 7 10 

2 6 6 6 9 

3 4 8 8 8 

4 7 5 5 7 

5 4 7 10 3 

6 8 4 4 2 

7 6 4 10 2 

8 3 10 7 2 

9 3 9 9 2 

10 6 5 8 1 

11 4 11 2 1 

12 4 6 12 1 

13 3 日 11 1 

14 2 10 10 1 

356 338 50 

6.76 7.12 

第 3表 三倍種及び三倍性種間雑種の成熟分裂における染色体接合

観察
接合染色体の平均頻度

材 不} 植 物 名 細胞数 l¥[ 11 I 
研 究 者

S. chaucha 25 7.9 4.1 4.1 LAMM 1945 

S. commersonii 50 5.76 7.88 4.16 OLAH 1938 

S. tuberosum X岡山種 40 8.25 3.68 3.318 田口・栗山 1951

S. tuberosum X S. stenotolllum 50 5.12 6.76 7.12 増谷(本報)

S. tuberosulll X S. rybinii 20 3.65 9.15 6.75 BAINS 1951* 

S. tuberosum X S. chacoense 15 3.46 9.0 7.6 
PRAKKEN & SWAMINATHAN 

1952 
S. acaulexS. rybinii 21 3.9 9.24 5.81 BAINS 1951特

S. acaule>くS.goniocalyx 20 6.5 5.45 5.6 " 
S. acaulexS. phur，りd 18 6.22 5.94 5.44 " 
S. acaule x S. simρlicifoli u m 20 3.05 9.0 8.85 SWAMINATHAN 1954 a 

S. acaulex S. chacoense 50 4.10 8.72 6.40 PROPACH 1937 
S. longipedicellatu川 xS. 63 0.75 11.75 10.27 

KAWAKAMI & MATSUBAYASHI 
chacoense 1956 

S. longiρediccllatum >( S. schickii 75 1.05 11.05 10.73 MATSUBA Y ASHI 1955 a 

S. velγucosum X S. stolomferulIIl) 25 0.60 11.40 11.40 MARKS 1958 

" 
2) 25 3.40 8.60 8.60 " 

* SWAMINATHAN and HOWARDI1953)より百|用。

1) 2)供誌系統を異にする。即ち

1) M 55.3 x C.PC. 1311 2) M 56.15 X C.Pι2282.3 
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察された。 M-1Iの平衡核仮率は 31%であった (100核

板調査)。花粉捻性は約60%であった。

雨品種の成熟分裂 M-Iにおける染色体行動は互に類

似しているにもかかわらず，その後の時期には顕著な差

異が認められた。品種男爵の M-I後の異常な経過はM-I

の染色体接合と直接関係はないと考えられる。すでに

LAMM(1945)の指摘したごとく，栽培四倍種S.tuberosum 

にみられる成熟分裂の異常，不稔性等をもって，この額

の雑種としての起源を推定する事は出来ない。

iii. F， (S. tuheroslIln一男爵 xS.stenoto川 UIII)
約によっては良好な固定像が得られない場合もあっ

た。 M-l染色体接合を 50細胞について分析した結果を

第2表に示す。三価染色体け、 2個から 8悩までみられる

が， 4-7個の場合が一般的であり(第3区IA，B， C)，各

接合染色体の平均頻度は5.12III +6.76 II + 7.121であっ

た。なお同親接合によると併される染色体接合像も少数

観察された(第2表中の No.8，11 及びf!l'~3図 C に示し

た)。

この結果をこれまで文献にあらわれた三.倍体ジャガイ

モ近縁種または三倍性額間雑種の染色体接合と比較する

ため第3表を抱けYこ。

第 4表 S tuberosum男爵 X4 x S. stenotomum 
のM-Iにおける染色体接合

各接合菜E体16頻!反

町 IJI[ I rr 下[
I 1 2 (12-18) (2-14) 7 

2 。 3 (15-17) (5-9) 5 

3 。 2 (17-19) (4-8) 5 

4 1 4 (13-15) (2-6) 4 

5 1 3 (14-16) (3-7) 4 

6 2 3 (12-1町 (1-7) 4 

7 2 2 (14-15) (4-6) 4 

8 2 4 (10-11) (6-8) 3 

9 1 1 (16-19) (3-9) 3 

10 2 I (16-17) (3-5) 2 

11 3 2 14 2 3 

12 。 5 (13-14) (5-7) 2 

13 () 4 (15-16) (4-6) 2 

計 (53(叫
平均(1川2.67( 
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LAMM(1945)による S.chauchaの7.9IIIはこれまで っているが，雑種の三価染色体頻度にはほとんど差が認

の報告中もっとも三価染色体頻度の高かった例の一つで められない。

ある。この種は HAWKES(1944)により S.stenotOJ1lum iv. S. tubero5ulJl 男爵ーx4 x S. stenotomwlL 

とS.andigcnum (HAWKES 1958によればS.tuberosum 成熟分裂 M-Iにおける染色体の接合様式は広い変異

subsp. andigena)の交雑から生じたと推定されている。 を示し，端的にその傾向を示すのは困難である。一応三

F， (S. tuberosulII X問IJI種)にも高い三価頻度がみられる 価及び四価染色体に重点を置いて整理した結果を第4表

が，岡山種け、田口・栗山 (1951)により S.goniocalyx Juz. に示したo

et BUK.または S.ste則的日即日 Juz.et BUK.と推定さ 観察した48細胞のすべてに三価あるいは四価の多価

れていら。本報告で取り扱った三倍性雑種は上に述べた 染色体が2個から 6個までみられ，また一価染色体の数

植物と同一あるいはよく類似したゲノム構成をもってお も多い。第3図D，Eにそれぞれ3IV +2 III+ 1l1I十81，

り，その三価染色体頻度は上述の植物のそれには及ばな 3III十15II+9 1の例を示した。本系統に比較的多数の

いが，な主相当高い値を示していると考えられる。しか 多価染色体がみられる事は興味深い。この多価形成の傾

し三倍体のレベノレでは三価染色体の頻度のみでそのゲノ 向を他の研究者による四倍性雑種の資料と比較するた

ム構成を推定するの口困難である。 S.aca!山はこれま め，各種四倍性雑種植物の接合染色体平均頻度を第5表

での報告によれば異質四倍体あるいは segmentalallo. に示した。

tetraploidとみなされているが (LAMM1945及び 1953， 本系統の平均多価染色体数 (III十IV)3.77は両親種の

SWAMINATHAN and HOWARD 1953， SWAMINATHAN それと比較すると，S. tuberosulIl (男爵)の 2.44よりやや

1954 a)，二倍種との三倍性雑種は第3表に示した様に高 高く，同質四倍体 S.stenotomulllの3.74とほぼ間程度

い三価染色体頻度を示す場合もある。S.ve7γ'UcosunlとS. である。

stololllferu 111よりなる三倍性雑種では S.stolomferuJll この観察結果は COJJllllersoniana群二倍種 S.chaー

の系統を変える事により，三価染色体頻度は 0.6-3.4の coense， S. sa ltense 等の~lô還元性配偶子と S. tuberos川 1

変異を示している。 また S.tllheroslllll X S. rybiniiと とよりなる四倍性雑種数系統で多価染色体がほとんど観

S. tuberoSlI1Il X S. chawcJ1seの二倍種親は所属群が異な 察されていない事実と対照的である。 TlIberosa群に属
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第 5表 四倍種及び四倍性雑菌の成熟分裂における染色体接合

観察
接合染色体の平均娯度

材 料 椴 物 名
細胞数 lV I ]¥[ I 1I 7iif 究 者

S. tubero細川(男爵) 50 1.46 0.98 18.46 2.:30 増谷(本半世)

同質四倍体 S.stenolOllllllll 100 3.27 0.47 16.07 1.37 東北農試 19.57

S. tuberosulII X 4 x S. stenotollllllll 48 1.10 2.67 15.23 5.1:3 増谷(本:報)

S. phllrり:aXS.tub的。SUJ1l 25 1.4 。20.64 1.12 PRAKKEN & SWAMINATHAN 1952 

S.lツbiniixS. tubel‘'OsU/1l 22 2.5 0.318 17.55 1.95 SWAMINATHAN 1953 

複二S倍.体 (S.yabariX 
stenotolllUIll) >くS.tuberosum 35 

3.29 0.057 16.51 1.65 11 

S. chacoenseX S. tllberosullt (fertile) 50 0.56 。 22.82 0.12 PROPACH 1938 
11 (sterile) 50 0.38 。 23.24 。 11 

S. tuberosum X S. chacoense 32 1.15 。 21.46 0.56 PRAKKEN & Sw AMINA THAN 1952 

S. dzacoen‘町XS. tllberosu!ll 20 0.55 。 22.45 0.9 SWAMINATHAN 1953 
S. tuherosumx4x S. salteJlse 75 0.60 1.29 19.00 3.72 

KAWAKAMI & 
乱1ATSUBAYASHI1957 

第 6表 複二倍体 (S.tuben川 on男爵ーxS.ste/loto川 UIII)の

成熟分裂における染色体接合

I V[ ¥ v~i~m悼の頻度 観察
各接合染色体の頻度

観察

V[ ¥ v I町¥m¥lI ¥I細胞数 V[ ¥ v ¥町 ¥mlrrlI細胞数
1 1 1 2 5 15 8 1 27 。。4 6 16 6 l 
2 1 1 1 5 16 10 1 28 O 。3 7 12 15 1 
3 。2 1 4 19 8 1 29 。。2 7 17 9 1 
4 2 。I 2 16 18 1 30 。O 1 7 18 11 
5 1 。4 5 15 5 1 31 。G 4 3 14 19 l 
6 。1 4 5 9 18 1 32 。。2 5 2.¥1 9 1 

7日 '1 。3 5 15 9 1 33 。。2 5 19 11 1 
8 。1 4 4 14 11 1 34 O 。1 6 20 10 l 
9 O 1 2 6 11 19 l 35 。。1 6 15 20 1 
10 1 。3 4 15 12 1 36 。O 4 21 25 O l 
11 。1 1 6 16 13 1 37 O 。3 3 21 9 1 
12 1 O 2 3 18 13 2 38 。O 三 4 18 16 1 
13 1 。。5 20 11 l 39 O 。 5 19 15 2 

14 。1 3 2 14 21 40 。G I 5 15 23 1 
15 。1 2 3 18 14 1 41 。。三 3 24 7 1 
16パ 。1 l 4 18 15 1 42 。O L 3 2之 11 1 
17 。1 。5 20 12 1 43 。。1 4 23 10 1 
18 1 。3 22 7 1 44 。。。5 23 11 l 
19 。。4 21 12 1 45 。。2 つ 20 18 1 
20 1 。。4 20 14 1 46 。。 4ρ 4 ーつ 18 22 1 

21 。1 3 1 20 12 1 47 。。1 3 23 13 1 
22 。1 2 2 24 5 1 48 。O 1 3 19 21 1 
23 。1 。4 19 17 1 

911 
204
1 24 1 。1 1 16 27 1 

25 1 。1 。27 8 1 
0.31 1.821 4.08¥吋1叶26 。。2 10 13 8 1 
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第 3図 tuberosum-stenotolllUIJZ雑随組物の成熟分裂 (約1000桁)

A F， (S. tuben削 um>< S. stenoLom川 I)M-I，6III十6II十61
B 1/ 4III+8II十81
C 4III十llII+21(同親接合)
D S. tubero川川X4、.xS. stenotomulIl M-1， 31V十2III十llII十81
E 11 3 I1I+15 II十91
F 複二{i主体(S.Luberosum><S. stenotomum)M-1， 1 V十41V十5III十9II十181
G 1V十5III+20 II十121
H l~十41V十 5III十 15II十51

1/ 1 V1十lV十21V十5III十15II十81
J 1/ 11 同顕微鏡写真)

K-S 1/ 移動期及び M-1，五価染色体の形態
T-X 1/ 11 六日H染色体の形態
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六倍'!tT.複ご{剖本の成熟分裂における染色体接合第 7表

者

複ご(悶S.acω司仰ll/.んeXS.川 ρ〆fんtυ了了戸μも叫oli
11 (S. a 
11 (5.ふ‘ dωP刀Itμ1ψpμO'U1C伐ziμιxS. Iげyb山i仇m口 5印o 01 01川1.7祁6，0.9山倒2到13ω0.101 2.00αI );東J:i>1北t農Jぷ武 1印95邸6 

fμI (悶S.stβel仰川山附削川II川f刀川n川tοX刈<S.a仰nt叩Jψρ仰O'Vlω吋 f川:)I 42川I 01 01川0.6釘7巾i円O山33司 l.8叫31東則;嶋|
11 (悶S.antiゆPO引L'lαJμix5.ぶ'.chαCωOCI叩?川se川6ω5印() 0α010.8剖010.34i 33却1.201北農誠 1958

11 (S ωerω…r印川川局官別川O山仰S川u川f
SWAMINATHAN and HOWARD 1953よりヨIf用目

究Tyf 名物ザi料21司

警警

?を

C B A 

E 

第 4図 tuberosum-stenotOI1l11m i¥it部植物の成熟分裂 M-I
後の ~IQ常及び不稔花粉(顕微鏡写真 約 1000倍)

複二倍f本(8.tuberoslllll >< S. stenolomum)， M-I後の異常により生じた 3核細胞
A-II復旧核

S. tuberoslIlll><4 x S. steJ10LOIllIlIll， 17"1分子朗の不完全な二分子状細胞
I九(S.tuberoslllll >< S. steJ1ololll川 1.)，不稔花粉
S. tuben川川〉く4x S.山 110tOlll1l1ll，不稔花粉}
複二倍体(8.11IberoslIIIl >< S. stenOLO!lllllll)，不稔花粉

F D 

A
B
C
D
E
F
 



増谷;ジャガイモ近縁種の細胞遺伝学的研究 95 

する S.rybinii，複二倍体(S.yabariX S. stenotolllum) 小さまざまの小胞子を含む場合もある。

等と S.tllberosωnよりなる四倍性雑種には程度の差は この様な成熟分裂の異常及び花粉不稔性は S.tllbero・

あるが，本系統におけると同様，多価染色体頻度の高い SUIIl (早)と他種(o)の交雑により生ずる事が報告されて

傾向がみられる。すなわち SWAMINATHAN(1953)が実 いる (LAMM1945及び 195:{: S. tllben川WlL.-S. cur-

例をもって示した様に S.tllberoslIlflに配する二倍種 tilobulII JU2. et BUK.及び S.tuberoslIlfl L.-S. aωIlle 

の所属群が異なるに従い，多価染色体頻度に比較的はっ BITT.， IVANOV 1939: S. tuberoslllll L.-S. anl伊ovIczlI

きりした差異が見l.Hされるといってよい。 BUK.，v. 'vV ANGENHEIM 1954: S. tllberosμ川 L.-S.

v. 複二倍体(S.tuberosulll男爵 XS. stellotolfllllll) stoloniferulIl SCHLECHTD. et BCHE， IVANOV 1939は

本系統の開花期聞は匁く，また健全な約も得難く， t~ v. WANGENHEIM， FRANDSEN und Ross 1957より日|

祭に適した固定像を得るのは著しく困難であった。移 用)0LAMM (1953)はこの不稔性が S.tuberoslI川の細胞

動期及び M-Iの染色体行動は S.tllberoslIlIl X 4 x 5. 質と他種遺伝子の相互作用によると推定している。本報

stenotollllllll系統におけるよりさらに複雑である。同期 告の場合，相反交雑については調査していないが，いず

の観察結果を第6表に示した。 れも S.tωllbel削n円-(別4

第6表に示した燥に，本系統においては一価より六価

に至る各接合染色体が観察された(第3図 F-J)。五価及

び六価染色体は種々の形態を示すが(第3区1K-X)，一般

じている o

4. 考 察

に染色体の鎖状に連結する場合が多い。五価あるいは六 SWAMINATHAN (1953)は TlIberosa群及び COl1llller-

価染色体は金観察細胞 (50)中25細胞に存在し細胞 SOIlUllla群に属する二倍額数種の同質及び異質凹倍体を

中最高2個までみられた。四佃l染色体は0-4個， 三佃 S.tllberosulIl と交雑した。 この交雑から生じた四倍体

染色体は最高 10個までみられ (1細胞中)，また観察した 植物の多佃I染色体数は二倍種親により異なっている。

50細胞のすべてに四伯iあるいは三他l染色体が存在する。 Tllberosa苦手栽培二倍種の関与する場合にもっとも多価

・価染色体の数は多く， またOから 27までの広い変異 染色体が多く Tuberosa群非栽培二倍種の場合はこれ

を示した。 に次ぎ，CO川川町'SOI11ana群二倍種の時もっとも少ない。

これまで報告されているジャガイモ近縁種の六倍性複 これ等の事実より SWAMINATHANは TlIbel別 d 群栽

二倍体では多価染色体はほとんど観察されておらず，多 培二倍種(この実験に供された二倍種は S.stenotollll1l1l 

価染色体の存在する場合もその頻度はきわめて低い(第 JU2. et BuK.， 5.rybinii 1U2. et BUK.及び S.yabari 

7表参照)0 HAWK王E回Sの3極種4である)が血縁的に Sぶ.t仰Nωben

この点，本系統の染色体行動は{他也の四f花倍f音t種 二倍種間 つともi近丘いと考えている o

複二倍体のそれに比べて特異な存在であるといえよう。 SWAMINATHANの報告は細胞遺伝学的方法により，

Vl. 成熟分裂の異常一花粉不稔性 S. tllberosll川の系統発生に関してその大要を示している

これまで述べて米た tl1berOsllm-sta叫 OlJlU/Jl雑種の が，この問題解決にあたってはなお 1)S. tllberoslllllの

3系統は開花数少なし多くは開花数日前の状態で花器 ゲノム構成を考慮した上で， 2) tllberoSllIlトstenotomulll

が小花使節より離脱する Q 開花当日または開花数日前に 閉血縁関係の程度を細胞学的により精密に示す事が必要

採取した花粉は顕微鏡下では黄褐色を豆し，表面には不 であると筆者け、考える。

規則なでこぼこがあり，中央部に亀裂のみられる場合が 種々の四倍種と二倍種よりなる三倍性雑種の染色体行

多く(第4図 D，E及び F)，健全な花粉はほとんど見当 動には，特定の組合せを除いては，一般に両親種間血縁

らない。 関係の程度を推定する手がかりは見当らない(第3表参

tuberoSUIII-stenololllUIll雑種3系統の成熟分裂M-I後 照)。すでに述べた様に三価染色体頻度は必らずしも雑種

の各時期は親品種男爵に似た異常を呈するが，その頻度， 植物のゲノム構成を示していない。しかし複二倍体のレ

程度は男爵よりも著しい。 M-IIでは大部分の花粉母細 ベノレにおいて，tllberoslllll-stenotomlllll組合せの植物は

胞は 1核仮よりたり，その後の時期ではしばしば形成さ 他の組合せの複二倍体植物に比べて，その染色体行動に

れる復旧核(第4図 B)，あるいは 3核細胞(第4図 A)等 関し顕著な差異を示している(第7表参照)。

が観察される。これよりさらに進んだ時期では一分子， 今日まで諸研究者により調査されている多数の二倍種

不完全な二分子状の細胞(第4図c)がみられ，その他大 間雑種においても一般に 12IIがみられるが，その複二
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倍体では親植物の組合せにより多佃1頻度は異なり，多価 表)， LAMM (1945，1953)も S.tllberoSulIlの多1dli染色体

染色体の全然観察されない場合も，また同質問倍体にお 数について同様の傾向を記載しているので，先の考えは

けると間程度観察される場合もある。 HOWARDand 成立し難い様に思われる。

SWAMINATHAN (1952)， SWAMINATHAN and HOWARD 本系統の三価染色体が3染色体闘の相同性に基づくと

(1953)， SWAMINATHAN (1953)等はこの事実を“染色 すれば，tuberosumのゲノム T，-T2聞に微細な染色体

体の cryptic structural di丘erence(STEBBINS 1947)" 構造の差異があると考えられる。 SwAMINATHAN (1954 

をもって説明している。複二倍体に同質四倍体と同数の a， b)は種々の観点より S.tuberoSlllltは本質的には同質

多価染色体が観察される場合，親の二倍種ゲノム間にこ 四倍体として成立したが，今日の商業品種は segmental

の様な微細な染色体構造差異はないと考えられている allopolyploidとみなし得る事を述べている。LAMM(1953)

(SW AMINATHAI可 andHow ARD 1953)。 も S.tuberosumを segmentalallopolyploidであろう

組合せの異なる六倍性複二倍体の染色体行動差異は上 と考えている。また KAWAKAMIand MATSUBAYASHI 

述した HOWARDand SWAMINATHAN (1952)， SWA. (1957)， MATSUBAYASHI(19的)等はそれぞれ[S.tubero. 

MINATHANandHOWARD(195:l)，SWAMINATHAN(1953) sumxS. saltense(4x)]， S. tuberosu川の半数体植物の

等の見解を適用する事により説明きれる。多仙形成の傾 研究より S.tuberosu/ll構成2種ゲノム聞の分化を推定

向を比較すべき同質六倍体の観察資料は見当らないが， している o

tuberosUlIl.stellotolltUIIl複二倍体ゲノム， T，-T2-S (1'" したがって本系統に比較的多く見出される三価染色体

1'2: S. tuberosulllのゲノム， S: S. stellotolllU/Il のゲノ は元来四価染色体であると考えるより 3染色体聞の相同

ムとする)聞の染色体構造差異は全く存在しないか，あ 性による接合染色体とみなす方がより妥当性がある様に

るいは存在するとしてもそれは他の複二倍体(第7表) 忠われる。 この様に考える時， 1) T" T2のいずれかが

を構成する 3ゲノム聞の差異よりは小さいと考えられ Sゲノムと全く同質で，他の 1ゲノムが若干異質である

る。 か，2)あるいけ、1'，，1'2及びSの3ゲノムはそれぞれ僅

tllberoSllm-st仰 otonl-l川t四倍性雑種においても，六倍 かに分化しているが， T，-T2閣の分化の度合が T，-S，

性複二倍体と同様に多価形成の傾向がみられる事は T2-S聞のそれより大となっているかのいずれかであろ

丸一1'2-S間相同性に関し，先の見解を裏付けるものであ うと推定される。

。。
本系統の多価染色体 (III十IV)平均頻度は同質問倍体

S. stenotomulllとほぼ同程度であるが，第5表にみる様

に三価及び一価頻度高く，四価頻度の低い傾向がある。

この傾向は本系統と比較的類似したゲノム構成の[同質

四倍体 S.rybinii x S. tllberosu/ll] 及び[複二倍体(ぶ

yabari X S. stelloto川lllll)X S. tuberoSll/ll] (いずれも SWA伊

MINATHAN 1953)には見出されない。

この三価染色体については，元来相同である 4個の染

色体が軽微なアシナプシスにより三佃1及び一価染色体と

して観察される機会が多かったと考える余地がある。本

系統は M-I後著しい異常を呈し，完全な花粉不稔性を

示したが， LAMM (1945， 1953)は S.tuberoslllll X S. cur. 

tiloblllll及び;;.tuberosum X S. aι'allleより生じた不稔

植物の成熟分裂に著しいアシナプシスの現象を見出して

いる。この様に三価染色体をポテンシャノレの四価と考え

る時，本系統の凹1rffi染色体数は同質四倍体S.stellotolllulIl 

とほぼ同数である事になり，原則的に T"T2， Sの各ゲ

ノムは互に同質とみなされる。しかし一方，親植物男爵

の平均多価染色体数は同質四倍体に比べて少なく(第5

5. 摘 要

1. S. t!lDerO.5U11l L. (品種:男爵，211=48)と二倍種

S. stenotolltu/Il ]UZ. et BUK. (2η 二 24)よりなる次の 3

系統について細胞学的研究を行なった。

i. F，バ(8ぶ.tωuωberosu仰川LXS.S必ten叩otω0川 uω削F川P

ii. S. tuben官OSUIIιX4 x S. stenotol/tμUυIIIι九，2nニ48

111. 複二倍体(S.tubel・osumX S. stenoto/l!um)， 2 Jl = 72 

2. S. stenotolllumの M-Iでは 1211が認められた。

3. S. tuberosumの2品種，男爵と農林一号の M-I

には三価及び四価苦手の多価染色体がみられる(第l表)。

男爵には M-I後異常な経過が認められ，花粉稔性はき

わめて低かった。

4. tuberos UIIトstenotOlJlUlIl三倍性雑種の三価頻度は

やや高いが，文献にみられる他の組合せの三倍性雑積と

の間に特に顕著な差異はない(第3表)。

5. tuberOSll/ll-stelloto/llul/L複二倍体では，他の六倍

性複二倍体の場合と異なり，三価より六価に至る多価染

色体が観察された(第7表)。

6. tllberoslllll.stenotolllUI/I 四倍性雑種にはl司質凹倍
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体 S.stel1otO!llUIIt とほぼ同数の多価染色体が観察され

たが，四価頻度低く，三価及び一価頻度の高い傾向があ

った(第5表)。

7. これ等の観察結果より tuberosu!Il ゲノムと

stel1otomulIlゲノムの問には程度の高い相同性があると

考えられる。また四倍性雑種植物の染色体行動よりみれ

ば S.tubero川川の 2ゲノム聞には若干の染色体構造

差異があるかも知れない。

8. 上述の3系統は共に M-I後著しい奥常と完全な

花粉不稔性を示した。
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